
基本方針に紐づく取組

基本的な考え方①：“盆地景”を基本に自然と共生する景観形成
盆地景を基本とする自然景観の保全とともに、緑景・水景等の自然的景観の連なりを基調とし、積極的な緑化等により、自然と共生する都市環境を創出することを基本とする。

提示された主な意見

＜景観の捉え方＞
・京都の景観を「ランドスケー
プ」として捉え、自然環境（地
形、水系、植生など）を含めて
多層的に捉えることが重要。

・今後は緑の量だけでなく、質
的な充実も図る政策が求められ
る。加えて、気候変動への対応
といった視点や、生物多様性、
防災減災との連携といった観点
も重要

・自然基盤や人々の活動を含め
た文化的景観の概念をもって捉
えていく視点が必要。

・景観を評価する際には、物理
的な見え方だけでなく、住民の
心理的評価や内面化されて生じ
る意味、すなわち「風景」の概
念など多角的な視点が必要。

・大きな階層での評価だけでな
く、人間による評価との折り合
いも重要。

【概要】
商業・業務の中心地区であ
る都心部の建築物について
一定の高さを認め、この都
心部から三方の山裾に行く
に従って、次第に高さの最
高限度を低減させることを
基本とすることで、盆地形
の都市構造を保全する。

【取組状況】
・市街地の高さ制限の強化
・世界遺産周辺等の風致地
区で高さ制限の強化

柱１：高さ規制

【概要】
地域特性に応じて、緑景、
水景等の自然景観と調和す
るデザインを誘導する。

【取組状況】
・山ろく型美観地区、山並
み背景型美観地区等の設定
（自然景観と調和する色彩、
前面空地に門・塀・生垣等
を設置）
・山麓部の世界遺産等周辺
で風致地区を拡大
・風致保全緑地の設置要件
の強化

柱２：デザイン基準

【概要】
眺望景観・借景の保全・創
出により、自然・歴史的な
景観を保全・創出する。

【取組状況】
・「水辺の眺め」「山並み
への眺め」に対する眺望景
観保全地域の指定

柱３：眺望景観・借景

【概要】
新景観政策による建築物の
高さ規制及びデザイン規制
の見直しと整合性の取れた
屋外広告物規制への見直し

【取組状況】
・新景観政策に応じた屋外
広告物の規制地域と基準を
設定
・歴史遺産等周辺を新たに
規制地域として指定し屋外
広告物規制を強化
・屋上屋外広告物の全面禁
止

柱４：屋外広告物
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主な関連する計画等

京都市生物多様性プラン
「生物多様性の保全と持続可能な利用」の具体的
な方策を示し、あらゆる主体が行動できる指針と
なるよう策定。
生物多様性の保全や利用と相互に関連する、農林
業、都市緑化、風致保全、伝統・文化、防災・減
災、観光、健康、消費生活等のあらゆる分野の政
策との融合を図る。
現在、計画改定（中間見直し）に向けて検討中。

＜2030年度までの目標＞
①京都らしさを支える生物多様性の持続可能な利
用を図る

②生息・生育地と種の多様性を保全・回復する
③生物多様性に配慮したライフスタイルへの転換
を図る

④社会変革に向けた仕組みを構築する

京都市緑の基本計画
都市緑地法第４条に基づき、市町村が、都市にお
ける緑地の適正な保全及び緑化の推進に関する措
置で、主として都市計画区域内において講じられ
るものを総合的かつ計画的に実施するため、当該
市町村の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本
計画として定めるもの。
現計画の実施期間の終了を控えているため、、改
定に向けて検討中（令和８年４月改定予定）。

＜方針＞※検討中の内容
①多様ないのちに寄り添い、持続可能なまちをめ
ざす

②絆と文化をみどりで紡ぎ、豊かで安心なくらし
をはぐくむ

③みどりとひとの輪を広げ、 後世に庭園文化都
市をつなぐ

＜第6回緑の基本計画検討部会（2025.7.22開催）資料から抜粋＞

京都市地球温暖化対策計画
「2050年二酸化炭素排出量正味ゼロ」と生活の
質の向上及び持続可能な経済の発展とが同時に達
成される脱炭素社会を実現するために策定した、
今後10年間の具体的な地球温暖化対策の実行計
画。
現在、計画改定（中間見直し）に向けて検討中。

＜2050年の京都の姿 ー目指す社会像ー＞
自然との共生の中で育んできた生活文化や知恵、
新たな技術や知恵を融合し、脱炭素が生活の質の
向上、持続的な経済発展と共に実現されている
「将来の世代が夢を描ける豊かな京都」
【緩和策】
ライフスタイル、ビジネス、エネルギー、モビリ
ティの転換と吸収源対策の推進
【適応策】
市民生活、事業活動への適応の取組の浸透と気候
変動に適応するまちづくりの推進

京都市水共生プラン
治水問題や水循環系の変化など、京都市の水を取
り巻く諸問題に対応するべく、市民、事業者、行
政等が連携し、以下の５つの基本方針に従い各種
取組を展開していく。

＜基本方針＞
①流域全体を見据えた治水対策
②良好な水環境の実現
③健全な水循環系の回復
④ゆたかな水文化の創造
⑤雨水の利用

市民とともに創造する景観づくり

・風致地区
・歴史的風土保存区域、歴史的風土特別保存地区

地区制度による保全

・自然風景保全地区
・近郊緑地保全区域、特別緑地保全地区 等

京都市都市計画マスタープラン
京都市基本構想に示す京都の将来像を都市計画の
観点から肉付けし、長期的な視点に立った都市づ
くりの将来像ビジョンを明確化するもので、都市
づくりを進めるためのための指針。
現計画の計画期間が令和７年までとなっているた
め、次期計画の策定に向け検討中。

＜全体構想 目標とする都市の姿＞
【環境】地球環境への負荷が少ない都市
【経済】活力ある都市
【生活】誰もが快適に暮らすことのできる都市
【文化】歴史や文化を継承し創造的に活用する都市
【安心・安全】安心で安全な都市

＜地域まちづくり構想＞
各地域の多様な主体により検討した地域の将来像
とまちづくりの方針について、都市計画マスター
プランに位置付けるもの。
（18地区で策定・R7.8現在）

シート１

１

資料２

従
前

個別指定制度による保全

施策展開状況の点検の視点 豊かな自然的景観、歴史的景観が守られているか。

柱５：歴史的町並み ・・・ ・・・

【概要】
設計早期の段階で景観アド
バイザーを交えた協議を実
施することにより、創造的
で優れた計画を誘導する。

【取組状況】
・優良デザイン促進制度の
創設

優れた建築計画の誘導 京町家の保全・継承

【概要】
世界遺産等をはじめとする
寺社等とその周辺の景観を
保全する取組の実施。

【取組状況】
・寺社及び参道等において
視点場の追加指定
・寺社等の視点場に近接す
るエリアにて事前協議制度
を創設
・「歴史的資産周辺プロ
ファイル」の作成・公開

歴史的景観保全の充実 地域ビジョンによる景観形成 夜間景観づくりの推進

【概要】
デザイン会議等で得られた
知見を活かし、デザイン基
準を進化させることで自然
と共生する景観形成を図る。

【取組状況】
・岸辺の景観特性に応じた
基準の充実
・幹線道路沿道の地域特性
を踏まえたデザイン基準の
見直し

進化するデザイン基準



基本方針に紐づく取組

【概要】
商業・業務の中心地区である都
心部の建築物について一定の高
さを認め、この都心部から三方
の山裾に行くに従って、次第に
高さの最高限度を低減させるこ
とを基本とする。また、計画ご
とに特例制度を用いてきめ細や
かなまちづくりの推進を図る。

【取組状況】
・市街地の高さ制限の強化
（45m地区の廃止、隣接区域の
ギャップ解消など）
・世界遺産周辺等の風致地区で
高さ制限の強化
・地区計画や特例許可による適
用除外制度の創設

柱１：高さ規制

【概要】
市街地の景観整備に関する規制
を全面的に改正し、デザイン規
制区域の拡大や基準細分化によ
り地域特性に見合った、より一
層きめ細やかな規制誘導を行う。

【取組状況】
・地域特性に応じたデザイン基
準の設定（景観地区８種、建造
物修景地区４種など）
・デザインの特例認定制度の創
設
・特別修景地域の指定（風致）

柱２：デザイン基準

【概要】
建築物等の高さやデザイン
を規制することで、視点場
から視対象の眺め、同時に
視界に入る市街地の美しさ
等を保全・創出する。

【取組状況】
・「境内の眺め」「庭園か
らの眺め」「しるしへの眺
め」に対する眺望景観保全
地域の指定

柱３：眺望景観・借景

【概要】
地域ごとの景観特性に応じ
た屋外広告物等規制へ見直
すとともに、優良な広告物
を誘導する制度を導入

【取組状況】
・地域特性に応じた屋外広
告物の高さ・面積・形態・
意匠等きめ細やかな基準を
設定
・優良な屋外広告物の支援
制度を導入（優良意匠、歴
史的意匠、補助金、特例許
可）

柱４：屋外広告物
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主な関連する計画等

・・・

基本的な考え方②：伝統文化の継承と新たな創造との調和を基調とする景観形成

歴史的景観の保全・再生とともに、創造的視点を加えた、新たな時代を代表する優れた景観の創出を図り、これらが調和する都市イメージを具現化することを基本とする。

提示された主な意見

＜景観の捉え方＞
・自然基盤や人々の活動を含めた文化的
景観の概念をもって捉えていく視点が必
要。

・景観を評価する際には、物理的な見え
方だけでなく、住民の心理的評価や内面
化されて生じる意味、すなわち「風景」
の概念など多角的な視点が必要。

・大きな階層での評価だけでなく、人間
による評価との折り合いも重要。

・これまで、地域の歴史的な町並みを
「地」と捉えて、新しいものへは「地」
との調和を求めてきた。都市の新陳代謝
の中でつくられてきた、新しい「地」に
も目を向けるべきではないか。

・引き継がれてきた「オーセンティシ
ティ」のみで地域らしさを捉えるのでは
なく、その後つくられてきたものがどの
ような個性を作ったかなど、「オーセン
ティケーション」のように、動的な価値
創造のプロセスとしてとらえる視点も必
要。

・外観にガラス面が多用されることで、
従前よりも内部の設え等が露見しやすく
なっている。

・外観の変化もさることながら敷地形状
や間口などにも変化が生じている。また、
街区の奥側で空間の喪失が生じている。

・規制があることで、その中から創造的
なものが生まれることもある一方で、規
制のない部分に思わぬ影響を生み出すこ
ともある。

京都市歴史的風致維持向上計画(2期)
歴史まちづくり法に基づき、核となる国指定文化
財とそれと一体となって歴史的風致を形成する周
辺市街地を重点区域に設定し、文化財行政をはじ
めとする各種まちづくり政策と連携しながらハー
ド・ソフト両面の取組を位置付け、歴史・文化を
活かしたまちづくりを進めていくもの。
平成 21 年 11 月に「京都市歴史的風致維持向上
計画（１期）」を策定。令和２年度末で１期の計
画期間が終了し、引き続き、本市の歴史的風致の
維持及び向上を図るため、「京都市歴史的風致維
持向上計画（２期）」を策定。

〈基本方針〉
①歴史的建造物の積極的な保全・継承・活用
②歴史的街並み景観の保全・向上
③歴史的風致をとりまく周辺環境の保全・向上
④地域力を活かした歴史まちづくりの推進
⑤文化芸術・伝統産業の継承、後継者の育成
⑥市民生活と調和した観光政策の推進

京都市京町家保全・継承推進計画
京町家の保全・継承に関する様々な取組を総合的
かつ計画的に実施することにより、京町家を次の
世代に着実に引き継いでいくため、平成30 年２
月に設置した「京都市京町家保全・継承審議会」
での議論を踏まえて策定。市内に存在する全ての
京町家を対象に可能な限り保全・継承に結び付け
ることを目標に、基本方針や具体的な取組等を定
めている。

〈取組の全体像〉
①意識の醸成
②維持修繕及び改修の推進
③継承及び流通の促進
④改修等に関する技術・技能の継承の推進
⑤自治組織、市民活動団体等の取組の促進
⑥各主体の連携・協力の推進に向けた交流の促進
⑦その他の取組

京都市文化財保存活用地域計画
文化財保護法に位置付けられた法定計画として、
文化財の保存・活用を総合的に進めていくための
指針となる基本的な計画。京都府文化財保存活用
大綱を勘案しつつ、H31年に京都市文化財保護審
議会から提出された答申及び文化財保護法の改正
を受けて作成する、文化財保護に係る分野別計画
としての位置づけ。

〈文化遺産の維持継承に関する基本理念〉
京都のまちと暮らしを楽しむことにより、
京都文化遺産を千年の未来に伝える

〈文化遺産の維持継承に関する基本方針〉
①見つける〈京都文化遺産の価値を調査する〉
➁知る〈京都文化遺産を身近に感じ、価値を知る〉
③守る〈京都文化遺産の価値を維持継承する〉
④活かす〈京都文化遺産の価値を育て、創造する〉

【概要】
京町家などの伝統的な建
造物等の保全・再生を推
進する。

【取組状況】
・景観重要建造物の指定
制度等の積極的な活用、
外観の修理・修景に対す
る助成
・歴史的風致形成建造物
の指定等（歴史まちづく
り法）

柱５：歴史的町並み ・・・

【概要】
地域の景観に合ったよりふ
さわしい建築計画等を誘導
するための取組を推進。

【取組状況】
・地域景観づくり協議会制
度の創設
・市街地景観協定の充実
・デザインの特例認定制度
の第３ルート（認定後に美
風審へ報告）創設

市民とともに創造する景観づくり

【概要】
一定のまとまりのある区域
で一団の建築群を構成する
ものは、全体計画を定める
等、エリアや計画に応じた
景観形成を誘導。

【取組状況】
・一団の建築群等について
全体計画を定めるものを対
象に、デザイン基準の特例
制度を創設
・優良デザイン促進制度の
創設

優れた建築計画の誘導

【概要】
京町家の価値を改めて見直
し、保全・継承に繋げるた
め、「京都市京町家の保全
及び継承に関する条例」
（京町家条例）を制定
（H29年）

【取組状況】
・京町家の解体に関する事
前届出制度
・京町家の改修等に対する
助成制度の創設・拡充
・京町家マッチング制度の
整備・運用

京町家の保全・継承

【概要】
世界遺産等をはじめとす
る寺社等とその周辺の景
観を保全する取組の実施。

【取組状況】
・寺社及び参道等におい
て視点場の追加指定
・寺社等の視点場に近接
するエリアにて事前協議
制度を創設
・「歴史的資産周辺プロ
ファイル」の作成・公開

歴史的景観保全の充実 地域ビジョンによる景観形成

【概要】
都市での暮らしや営みを
活き活きとしたものとし、
新たな価値を創造してい
くために魅力的な夜間景
観づくりを推進

【取組状況】
・京都らしい夜間景観づ
くりのための指針策定
・民間事業者等の計画誘
導
・地域住民等主体による
夜間景観づくりの取組支
援

夜間景観づくりの推進

【概要】
デザイン会議等で得られた
知見を活かし、デザイン基
準を進化させることで優れ
た景観の創出を図る。

【取組状況】
・幹線道路に建つ高層建築
物のスカイライン形成に向
けた基準の充実
・室外機等の設備機器に関
する基準の見直し

進化するデザイン基準

シート２

京都市都市計画マスタープラン(再掲)

京都市基本構想に示す京都の将来像を都市計画の
観点から肉付けし、長期的な視点に立った都市づ
くりの将来像ビジョンを明確化するもので、都市
づくりを進めるためのための指針。
現計画の計画期間が令和７年までとなっているた
め、次期計画の策定に向け検討中。

＜全体構想 目標とする都市の姿＞
【環境】地球環境への負荷が少ない都市
【経済】活力ある都市
【生活】誰もが快適に暮らすことのできる都市
【文化】歴史や文化を継承し創造的に活用する都市
【安心・安全】安心で安全な都市

＜地域まちづくり構想＞
各地域の多様な主体により検討した地域の将来像
とまちづくりの方針について、都市計画マスター
プランに位置付けるもの。
（18地区で策定・R7.8現在）

２

・伝統的建造物群保存地区 ・界わい景観整備地区 ・美観地区
・歴史的景観保全修景地区 ・街なみ環境整備事業地区 ・屋外広告物規制

地区制度による保全従
前 ・歴史的意匠建造物（市街地景観整備条例）

個別指定制度による保全

施策展開状況の点検の視点 歴史的景観の保全・再生とともに、それらと調和する創造的視点を加えた、優れた景観の創出を図れているか。
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主な関連する計画等

基本的な考え方③：“京都らしさ”を活かした個性ある多様な空間から構成される景観形成
日常の暮らしや生業から醸し出される京都らしさを活かした個性ある多様な空間を創出するとともに、これらが連続し、重なり合うことによっても、京都らしさを感じさせる都
市空間を創出することを基本とする。

提示された主な意見

＜景観の捉え方＞
・自然基盤や人々の活動を含めた文化的
景観の概念をもって捉えていく視点が必
要。

・建物だけでなく、道路などの公共空間、
隣接する民地の部分、更には露見する内
部、そこで営まれる人々の活動も含めて
景観を捉えていく視点が必要。

・景観を評価する際には、物理的な見え
方だけでなく、住民の心理的評価や内面
化されて生じる意味、すなわち「風景」
の概念など多角的な視点が必要。

・大きな階層での評価だけでなく、人間
による評価との折り合いも重要。

・これまで、地域の歴史的な町並みを
「地」と捉えて、新しいものへは「地」
との調和を求めてきた。都市の新陳代謝
の中でつくられてきた、新しい「地」に
も目を向けるべきではないか。

・引き継がれてきた「オーセンティシ
ティ」のみで地域らしさを捉えるのでは
なく、その後つくられてきたものがどの
ような個性を作ったかなど、「オーセン
ティケーション」のように、動的な価値
創造のプロセスとしてとらえる視点も必
要。

・外観にガラス面が多用されることで、
従前よりも内部の設え等が露見しやすく
なっている。

・外観の変化もさることながら敷地形状
や間口などにも変化が生じている。また、
街区の奥側で空間の喪失が生じている。

・規制があることで、その中から創造的
なものが生まれることもある一方で、規
制のない部分に思わぬ影響を生み出すこ
ともある。

京都市持続可能な都市構築プラン
都市計画マスタープランに掲げる将来の都市構造
の実現を目指し、持続可能な都市の在り方や、そ
の実現に向けたより具体的な方針を示すとともに、
より適正な土地利用や都市機能の誘導を進め、都
市計画マスタープランの実効性をより高めるため
に策定した「まちづくり指針」。
本市の課題を踏まえ、市内全体を５つのエリアに
分類し、各地域の特性に応じた将来像を掲げてい
る。

＜基本方針＞
①都心部と周辺部等の拠点の魅力・活力の向上
②安心安全で快適な暮らしの確保
③産業の活性化と働く場の確保
④京都ならではの文化の継承と創造
⑤緑豊かな地域の生活・文化・産業の継承と振興

【概要】
商業・業務の中心地区であ
る都心部の建築物について
一定の高さを認め、この都
心部から三方の山裾に行く
に従って、次第に高さの最
高限度を低減させることを
基本とする。

【取組状況】
・都心部の高さ制限は３１
ｍとし、山裾に向かって低
減するよう、きめ細やかに
最高限度を設定

柱１：高さ規制

【概要】
市街地の景観整備に関する
規制を全面的に改正し、地
域特性に見合った、より一
層きめ細やかな規制誘導を
行うことで、個性ある多様
な空間が織りなす景観形成
を推進。

【取組状況】
・風致地区や景観地区、建
造物修景地区等の指定拡大、
地域の特性に合わせたデザ
イン基準
・デザインの特例認定制度
の創設

柱２：デザイン基準

【概要】
多様な眺望景観・借景を眺
めの特性に応じて９つに類
型し、それぞれの良好な眺
めを保全・創出する。

【取組状況】
・「境内」「通り」「水
辺」「庭園」「山並み」
「しるし」「見晴らし」
「見下ろし」等の視点場、
眺望景観保全地域の指定

柱３：眺望景観・借景

【概要】
地域ごとの景観特性に応じ
た、よりきめ細やかな規制
基準により、地域特性を活
かした広告景観づくりを推
進する。

【取組状況】
・伝建地区等の特別規制地
区の指定
・規制地域を9種類から21
種類へ再編

柱４：屋外広告物

【概要】
京町家などの伝統的な建造
物等の保全・再生を推進す
る。

【取組状況】
・景観重要建造物の指定制
度等の積極的な活用、外観
の修理・修景に対する助成
・歴史的風致形成建造物の
指定等（歴史まちづくり
法）

柱５：歴史的町並み ・・・ ・・・

【概要】
京都らしい都市空間の構成
である「三方の山すそに行
くに従って次第に建築物が
低くなる都市空間の構成」
と「歴史的市街地における
ヒューマンスケールな都市
空間」についての審査

【取組状況】
・地域景観づくり協議会制
度の創設
・市街地景観協定の充実

市民とともに創造する景観づくり

【概要】
一定のまとまりのある区域
で一団の建築群を構成する
ものは、全体計画を定める
等、エリアや計画に応じた
景観形成を誘導。

【取組状況】
・一団の建築群等について
全体計画を定めるものを対
象に、デザイン基準の特例
制度を創設
・優良デザイン促進制度の
創設

優れた建築計画の誘導

【概要】
京町家の価値を改めて見直
し、保全・継承に繋げるた
め、「京都市京町家の保全
及び継承に関する条例」
（京町家条例）を制定
（H29年）

【取組状況】
・京町家の解体に関する事
前届出制度
・京町家の改修等に対する
助成制度の創設・拡充
・京町家マッチング制度の
整備・運用

京町家の保全・継承

【概要】
世界遺産等をはじめとする
寺社等とその周辺の景観を
保全する取組の実施。

【取組状況】
・寺社及び参道等において
視点場の追加指定
・寺社等の視点場に近接す
るエリアにて事前協議制度
を創設
・「歴史的資産周辺プロ
ファイル」の作成・公開

歴史的景観保全の充実

【概要】
地域ごとのビジョンに応
じたまちづくりを推進。

【取組状況】
・地域ビジョンの作成を
支援するための専門家派
遣制度を創設
・ビジョンの実現に資す
る建築物を高度地区特例
許可対象に追加

地域ビジョンによる景観形成

【概要】
都市での暮らしや営みを
活き活きとしたものとし、
新たな価値を創造してい
くために魅力的な夜間景
観づくりを推進

【取組状況】
・京都らしい夜間景観づ
くりのための指針策定し、
現代建築、伝統建築、広
場、水辺、道路等の要素
ごとに夜間景観の可能性
を示唆

夜間景観づくりの推進

【概要】
デザイン会議等で得られた
知見を活かし、デザイン基
準を進化させることで優れ
た景観の創出を図る。

【取組状況】
・岸辺の景観特性に応じた基準
の充実
・歴史遺産型美観地区における
適切な勾配屋根の誘導
・両側町の通り景観に配慮した
景観地区の見直し
・幹線道路沿道の地域特性を踏
まえたデザイン基準の見直し

進化するデザイン基準

シート３

京都市都市計画マスタープラン(再掲)

京都市基本構想に示す京都の将来像を都市計画の
観点から肉付けし、長期的な視点に立った都市づ
くりの将来像ビジョンを明確化するもので、都市
づくりを進めるためのための指針。
現計画の計画期間が令和７年までとなっているた
め、次期計画の策定に向け検討中。

＜全体構想 目標とする都市の姿＞
【環境】地球環境への負荷が少ない都市
【経済】活力ある都市
【生活】誰もが快適に暮らすことのできる都市
【文化】歴史や文化を継承し創造的に活用する都市
【安心・安全】安心で安全な都市

＜地域まちづくり構想＞
各地域の多様な主体により検討した地域の将来像
とまちづくりの方針について、都市計画マスター
プランに位置付けるもの。
（18地区で策定・R7.8現在）

３

京都市緑の基本計画(再掲)
都市緑地法第４条に基づき、市町村が、都市にお
ける緑地の適正な保全及び緑化の推進に関する措
置で、主として都市計画区域内において講じられ
るものを総合的かつ計画的に実施するため、当該
市町村の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本
計画として定めるもの。
現計画の実施期間の終了を控えているため、、改
定に向けて検討中（令和８年４月改定予定）。

＜方針＞※検討中の内容
①多様ないのちに寄り添い、持続可能なまちをめ
ざす

②絆と文化をみどりで紡ぎ、豊かで安心なくらし
をはぐくむ

③みどりとひとの輪を広げ、 後世に庭園文化都
市をつなぐ

＜第6回緑の基本計画検討部会（2025.7.22開催）資料から抜粋＞

従
前 ・風致地区 ・屋外広告物規制

・景観地区

地区制度による保全 個別指定制度による保全

施策展開状況の点検の視点 京都独特の風情のある町並み景観が守られているか。
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主な関連する計画等

基本的な考え方④：都市の活力を生み出す景観形成
京都に付加価値をもたらし、居住者や来訪者の増加、優れた人材の集積、地場産業・観光産業・知識産業等への投資の増大につなげることにより、都市の活力の維持・向上の源
となることを基本とする。

提示された主な意見

＜景観の捉え方＞
・景観を評価する際には、物理的な
見え方だけでなく、住民の心理的評
価や内面化されて生じる意味、すな
わち「風景」の概念など多角的な視
点が必要。

・大きな階層での評価だけでなく、
人間による評価との折り合いも重要。

＜都市活力への波及効果＞
・文化は公共財であり、また、経済
的な価値を生む源泉である。文化財
のような“点”から“線”、“面”的な景
観へと展開されることで波及効果が
高まる。

・クリエイティブシティなどの概念
との関係性も視野にいれるべき。

・高さ規制等により都市の収容能力
に一定制限がある。これによる税収
減少への対策も検討が必要。

・景観整備による治安向上など、中
心部での保全だけでなく郊外エリア
にも政策的メリットを供与できる取
組も検討すべき。

＜市民、事業者等の取組やパート
ナーシップ＞
・公共空間の利活用が進む中、登場
人物も増加しており、新たに景観的
配慮を求める対象があるかもしれな
い。民間の公共貢献や、エリアマネ
ジメントによる管理運営をどう誘導
するかも重要。

第２期 京都文化芸術都市創生計画
京都のまちをより一層魅力に満ちた文化芸術都市
として創生することを目指し、「京都文化芸術都
市創生条例」に掲げた事項を総合的かつ計画的に
進めるための具体的指針。「成熟した都市文化を
基盤に新しい文化を創造し続けるまち」を基本方
針に掲げ、京都の文化芸術資源を活用しながら広
範な政策分野との融合を図り、新たな価値を創造
することで、京都の都市格の更なる向上を図る。

＜施策の方向性＞
①暮らしの文化や芸術に対する豊かな感受性を
もった人々を育む

②多様な文化が根付く暮らしの中から、最高水準
の文化芸術活動を花開かせる

③京都の文化芸術資源を活用し、文化を基軸にあ
らゆる政策分野との融合により、新たな価値を
創造する

④様々な文化交流を推進し、京都の魅力を発信す
る

京都観光振興計画２０２５
市民の暮らしの豊かさの向上、地域や社会の課題解決、
SDGｓの達成に貢献し、感染症や災害などの様々な危機
や環境問題に対応していく持続可能観光を目指す。
現計画の実施期間が令和7年までとなっているため、改
訂に向けて検討中。

＜2030年に実現を目指す5つのまちづくりと観光＞
①市民生活と観光の調和が図られ、市民が豊かさを実感
できる。

②あらゆる主体が京都の「光」を磨き上げ、観光の質を
高める。

③観光の担い手がより活躍し、観光・文化分野での起
業・新事業創出が盛んになり、都市の活力向上や文化
の継承に寄与する。

④感染症や災害などの様々な危機に対応できる、しなや
かで力強く、安心・安全で環境に配慮した持続可能な
観光を実現させる。

⑤ＭＩＣＥ都市としての魅力を確立し、世界の人々が集
い、多様性を認め合い、世界平和に貢献するまちにな
る。

【概要】
商業・業務の中心地区であ
る都心部の建築物について
一定の高さを認めながらも、
盆地景を基本とした空間構
成とすることで、景観面の
魅力を維持し、活力の向上
を図る。

【取組状況】
・高さ制限の見直し（中心
部については３１ｍまで許
容し、山裾に向かって次第
に低くなる高さ制限）

柱１：高さ規制

【概要】
デザイン誘導を図るエリア
を拡大し、地域の特性に合
わせたデザイン誘導を図る
ことで、都市全体で魅力的
な景観形成を推進する。

【取組状況】
・美観地区等の拡大、デザ
イン基準の見直し
・建造物修景地区の拡大、
デザイン基準の見直し

柱２：デザイン基準

【概要】
都市に付加価値を与える優
れた眺望景観の保全創出を
図ることで、都市活力の向
上を目指す。

【取組状況】
・眺望景観保全地域の指定

柱３：眺望景観・借景

【概要】
歴史都市・京都に相応しい
品格のある美しい都市景観
の形成を図るため、広告物
規制を強化。

【取組状況】
・屋外広告物及び特定屋内
広告物の規制の強化
・違反屋外広告物への対応
の強化

柱４：屋外広告物

【概要】
歴史的建造物やそれらが集
積する町並みを保全・再生
することで、景観形成から
都市活力の維持向上を図る。

【取組状況】
・景観重要建造物の指定制
度等の積極的な活用、外観
の修理・修景に対する助成
・歴史的風致形成建造物の
指定等（歴史まちづくり
法）

柱５：歴史的町並み ・・・ ・・・

市民とともに創造する景観づくり

【概要】
優れたデザインの誘導を通
して創造的な景観形成を図
り、活力の向上につなげる。

【取組状況】
・優良デザイン促進制度の
創設

優れた建築計画の誘導

【概要】
京町家の価値を改めて見直
し、保全・継承に繋げるた
め、「京都市京町家の保全
及び継承に関する条例」
（京町家条例）を制定
（H29年）

【取組状況】
・京町家の解体に関する事
前届出制度
・京町家の改修等に対する
助成制度の創設・拡充
・京町家マッチング制度の
整備・運用

京町家の保全・継承 歴史的景観保全の充実

【概要】
地域の将来像・まちづく
りの方針、地域で大切に
する自然･歴史･景観、誘
導したい機能や空間像等
地域ごとのビジョンを作
成し、その実現を通して
活力の向上を図る。

【取組状況】
・地域ごとのビジョンに
応じた優れた計画の誘導
・地域の良好な景観形成
及びまちづくりの推進に
貢献する建築物を特例許
可の対象に追加

地域ビジョンによる景観形成

【概要】
都市での暮らしや営みを
活き活きとしたものとし、
新たな価値を創造してい
くために魅力的な夜間景
観づくりを推進

【取組状況】
・京都らしい夜間景観づ
くりのための指針策定
・民間事業者等の計画誘
導
・地域住民等主体による
夜間景観づくりの取組支
援

夜間景観づくりの推進

【概要】
デザイン会議等で得られた
知見を活かし、デザイン基
準を進化させることで優れ
た景観の創出を図る。

【取組状況】
・地域の景観特性に応じた
デザイン基準の充実、見直
し
・両側町の通り景観に配慮
した景観地区の見直し

進化するデザイン基準

京都市持続可能な都市構築プラン(再掲)

都市計画マスタープランに掲げる将来の都市構造
の実現を目指し、持続可能な都市の在り方や、そ
の実現に向けたより具体的な方針を示すとともに、
より適正な土地利用や都市機能の誘導を進め、都
市計画マスタープランの実効性をより高めるため
に策定した「まちづくり指針」。
本市の課題を踏まえ、市内全体を５つのエリアに
分類し、各地域の特性に応じた将来像を掲げてい
る。

＜基本方針＞
①都心部と周辺部等の拠点の魅力・活力の向上
②安心安全で快適な暮らしの確保
③産業の活性化と働く場の確保
④京都ならではの文化の継承と創造
⑤緑豊かな地域の生活・文化・産業の継承と振興

シート４

京都市都市計画マスタープラン(再掲)

京都市基本構想に示す京都の将来像を都市計画の
観点から肉付けし、長期的な視点に立った都市づ
くりの将来像ビジョンを明確化するもので、都市
づくりを進めるためのための指針。
現計画の計画期間が令和７年までとなっているた
め、次期計画の策定に向け検討中。

＜全体構想 目標とする都市の姿＞
【環境】地球環境への負荷が少ない都市
【経済】活力ある都市
【生活】誰もが快適に暮らすことのできる都市
【文化】歴史や文化を継承し創造的に活用する都市
【安心・安全】安心で安全な都市

＜地域まちづくり構想＞
各地域の多様な主体により検討した地域の将来像
とまちづくりの方針について、都市計画マスター
プランに位置付けるもの。
（18地区で策定・R7.8現在）

４
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・伝統的建造物群保存地区 ・風致地区
・美観地区（歴史的景観保全修景地区、界わい景観整備地区） ・市街地景観協定

地区制度による保全 個別指定制度による保全

施策展開状況の点検の視点 いきいきとした暮らしやまちの活気が生み出されるような新たな景観がどのように生み出されているか。



基本方針に紐づく取組

主な関連する計画等

基本的な考え方⑤：行政、市民、事業者等のパートナーシップによる景観形成
景観形成にあたり“公共の財産”としての景観に対する意識の醸成や共同体における価値観の共有を促進するとともに、景観形成への参加・協力により、市民、事業者、行政等の
あらゆる主体が、京都の景観の価値をあらためて認識し、それぞれの役割を踏まえた一体となって取り組むことを基本とする。

提示された主な意見

＜景観の捉え方＞
・景観を評価する際には、物理
的な見え方だけでなく、住民の
心理的評価や内面化されて生じ
る意味、すなわち「風景」の概
念など多角的な視点が必要。

・大きな階層での評価だけでな
く、人間による評価との折り合
いも重要。

＜市民、事業者等の取組やパー
トナーシップ＞
・地域景観づくり協議会は重要
な取組だが、いたずらに事業者
との対立構造を生じさせている
可能性がある。高齢化などで市
民の負担が大きい。規制を超え
た地域ビジョンの実現に向けて
既存制度の検証が必要。

・景観を「自分事」としてまち
づくりを行える人材を育む必要
がある。

・京都の強い景観規制は民間事
業者の景観づくりへの積極的な
参加を抑制している可能性があ
る。

・公共空間の利活用が進む中、
登場人物も増加しており、新た
に景観的配慮を求める対象があ
るかもしれない。民間の公共貢
献や、エリアマネジメントによ
る管理運営をどう誘導するかも
重要。

京都市地域コミュニティ活性化ビジョン
地域コミュニティの活性化を総合的かつ計画的に推
進するためにまとめたもの。住民の「地域の一員」
として安心して快適に暮らせる地域づくりを進めて
いくため、近年のＩＣＴツールの普及・拡大や地域
課題への多様な主体の参画など時代の変化を見据え
ながら取組を進める。

＜基本指針と推進項目＞
【基本指針①】一人一人の多様性を踏まえた誰もが参加しや

すい地域づくり
・推進項目⑴住民同士のつながりづくり
・推進項目⑵地域活動への住民の参加促進

【基本指針②】多様な地域の特性に即した地域活動の推進
・推進項目⑶地域団体による地域課題の把握・解決
・推進項目⑷地域団体の持続可能な運営支援

【基本指針③】多様な主体の連携・協働の促進
・推進項目⑸市民活動団体等と地域団体との連携

第３期 京都市市民参加推進計画
市民参加を市政運営の基本原則として、市民参加
を総合的に推進する計画として策定。①「学び」
や「信頼」をはぐくむ対話の推進、②次世代につ
ながる市民参加の裾野の拡大、③協働による課題
解決への挑戦、の３つの視点を重視し、１６の施
策・取組を推進する。

〈目指す未来像〉
参加と協働により、豊かで活力のある地域社会の
実現

〈基本方針〉
①市民との未来像・課題の共有
➁市民の市政への参加の推進
③市民のまちづくり活動の活性化

シート５
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意識醸成に向けた取組

従
前

共同体での価値共有に向けた取組 景観形成への参加に向けた取組

市民 事業者

行政 景観整備機構

市街地景観協定

地域主体の景観形成に関するルール
【ａ】地域ルールの作成
【ｃ】地域ルールの認定
【ｂ】ルールに沿って計画

京都景観賞

優れた景観の形成事例を表彰、発信
【ＡＤ】取組を表彰
【ｃ】取組を発信

景観ゼミナール

景観に関する意識啓発を推進
【Ａ】講座実施による普及啓発

景観整備機構の指定

景観整備や教育等を行う機関を指定
【ｃ】景観整備機構を指定
【ｄ】景観づくり活動を普及、支援
【Ｆ】指定による活動支援と連携

地域景観づくり協議会制度

価値共有を推進する制度の創設
【ｃ】団体、ビジョン等の計画を認定
【Ｇ】ビジョン作成による価値共有
【Ｂ】意見交換による価値共有
【ｂ】意見を取り入れて計画

ガイドラインの策定

基準やビジョンのガイドライン化
【ＡＤ】ガイドラインの公表
【ｂ】ガイドラインに基づき計画専門家派遣制度

地域の景観づくりをサポート
【ＡＥ】ビジョン等の作成を支援

眺望景観プロファイル

歴史的資産周辺の景観情報を公表
【ＡＤ】

景観情報共有システム

景観に関する情報をGIS化して発信
【ＡＤ】

高さ規制(柱１) デザイン基準(柱２)
眺望・借景(柱３）屋外広告物(柱４)

地域ごとの規制による景観形成を誘導
【ｃ】景観形成の方針を規制化
【ｂ】規制に沿って計画
【Ｃ】デザイン会議にて基準検討(柱2)

建造物や街並みの保全継承(柱５)

建造物等の指定や修景への補助
【ＢＣ】指定建造物等の修景補助
【ａｂ】建造物等を保全継承

景観政策検証システム

政策の普及啓発、チェックバック
【ｃ】白書公表により状況共有
【ＡＤ】市民会議にて意見交換

Ｂ ｂ

ｄｃ

Ａ Ｃ

Ｆ

Ｄ Ｅ

ａ 役割

Ａ 関係性

ａ

Ｇ

京都市都市計画マスタープラン(再掲)

京都市基本構想に示す京都の将来像を都市計画の
観点から肉付けし、長期的な視点に立った都市づ
くりの将来像ビジョンを明確化するもので、都市
づくりを進めるためのための指針。
現計画の計画期間が令和７年までとなっているた
め、次期計画の策定に向け検討中。

＜全体構想 目標とする都市の姿＞
【環境】地球環境への負荷が少ない都市
【経済】活力ある都市
【生活】誰もが快適に暮らすことのできる都市
【文化】歴史や文化を継承し創造的に活用する都市
【安心・安全】安心で安全な都市

＜地域まちづくり構想＞
各地域の多様な主体により検討した地域の将来像
とまちづくりの方針について、都市計画マスター
プランに位置付けるもの。
（18地区で策定・R7.8現在）

５

※地域コミュニティ活性化ビジョン、市民参加推進計画及び各
区基本計画の通底部分を統合する新たなビジョンを策定予定。

施策展開状況の点検の視点 行政、市民、事業者等のパートナーシップによる景観形成がどのように図られてきたか。
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